
投稿規定

1. 本誌は， 1峰子三科学学会の機関誌であり， {Iミ1巻発行する。なお巻号・は前身のネJf誌である「心身l咋害学期

先Jを引き紺iぐものとする。

2. 本誌の執謀者はj部書科学学会会員にl促る。

3. 本誌の編集は，障害科学学会編集委員会の責任のもとに行われる。

4.本誌には未公刊の手Il文または英文で古かれたl埠告:科学に!立jする「山手f論文_1，r資料論文J，r短平IU，

「展望論文Jなどオリジナルな学術論文，実践報告会等でモデルとなりうるような「尖践;fj{f1j"Jのほか，

編集委員会が認めた論文等を掲載する。

( 1) Hj(若論文は，翌日iil命，実験，司1.19IJ，実践等にIY，]する柑f究論文とする。

( 2 )資料論文は， m(若論文に準じた内容で，資料性の ï~":j v汁iJI究論文とする。

(:3 )匁却は， {りi究1&栄の:iili;('IIや一次1'10な報告とする。

( 4 )展望論文は， (~!l~[ tbi:科学に関係のある課題について，内外の諸研究の 1&栄を ~OCfü~ し，総合的に展望

した問先論文とする。

( 5 )実践報告は，実践報告会，事例{肌u況l究会等でモデデ、ルとなりうる幸判報|日l{告;2:
5.論文は，査説委員によって審査され，編集委員会において，その掲載の可否が決定される。

6. 規定枚数を超過したもの，および図表，写真~~~.. ;の製版・ I~Jl ~l:IJW，特に費HJ を!変ーするものは，りIj途執筆者

の負担とする。

7. 日IJ~~IJ りは執筆者の負担とする。

8. 本誌に掲載された論文等の著作権は 1~!tL ~古:科学学会に帰属し， ;!I，日新で夜製あるいは転載することを禁ずる 0

9.投稿論文の内容について， 十分に人権および倫明LJ.の|配慮がなされていなければならなし、

執筆規定

1.原稿の仕様 涼Hりとしてワープロをmい， A4判m紙に25字 x32行 (800字)でI':IJ字された出稿をJ山1¥

すること。 A4 *IJ 用紙の!抵抗2.5枚は刷り上がり]頁に相当する。手11文では，本文，文l討し山去， .~約

をすべて合めた論文のXllIJり!こがり頁数は， )Jfl若;i(江丈，資料，実践報fjt，炭明は 10l~l を上 IU~ とする。央〉ど

では，本誌 81':[ (apPl・oximately550 words per page; including Abs(rac(， Rcferences， Tablcs， and Figurcs) を 1'，

IU~ とする。また，短平li はキn文で 5 頁，英:丈で 4 頁とする。これを超過する論文については，私μk委民会

で掲載の'1lr:rfを決定する。

2. 提出原稿 原若論文・資料ともに，オリジナル l部とコピー 2til5を添えて提11¥すること。また従1I¥1J;(私

はA4 'I:IJ とし，表紙には和文表!ι 英文表題，執筆者名，代表者の述絡先 (~TLHlí需 ;jA を合む)を l リLj己す

ること。なお，論文採択後には電子ファイルを挺rBする。

3. 図表など I~I 紙に虫色インクでI~JI僚に書かれたものをJlJい，写真をJlJv、る場合は鮮明なものを拠出する

こと。去や極!の需号はτable1， Fig. 1のように ii己入 L，去;ι 説明ともに j舌して別手11:に;氾lHえすること。

また，本文1:j:1にその押入箇所を明示すること。

4 .和文要約 手u文;論文および英文論文には， IIljJ乱方法，結果， *h~'-í命の大嬰をほぼ犯J庄できるように，干11

文ーで400字以内の要約と 3~ 5 J]! I~I の手LI文キーワードを本文とは日IJ葉にて拠出すること。

5. 英文要約 手11文論文および英文論文には，英文芸己記， 200~300 ワードの英文安約， 3~5Jl~[n の英文

Key Wordsを本文とは日Ij葉にて提出すること。

6. 表記 新かなづかい， 'iF;JlJi英字， m:JlJ数字を)1]いること。外111人名・地名守;の|主i有名詞w、外はなるべく

訳出を)IJい，必要な場合は初出のi際にだけ)Jj(H({を付す。文献は論文の最後にアルファベット )11([にー抗し

て示すこと。 雑誌文献記述の形式は，若者名，発行!tr:，{出1]，雑誌名，巻数，論文fÝÍ'{d~fの )11([ とし， Jji. 

行本文献記述の形式は，若者名，発行年，主;:名，出版社， IJ¥ I阪地のJIIHとする。

7 .註 必嬰がある場合は，本文11，1に 1)， 2) ー・のように i二付きの通し番号で註を付し，すべての註を本

文と文献欄の1mに番号)ilHに記ilをすること。

8. 印刷形式 内lAl:ljの体裁は編集委員会にイ壬する。

9. その他 執筆に!却する詳細|は， [1本特殊教育学会の rr特殊教育学研究」手IJ文論文執筆の手引きj と，

i政新のJournalof Special Education Researchの表紙袋Information1"or Conlribu(ors (こ従うこと。
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